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1. 東日本大震災における取り組み
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■ 東日本大震災（3/11）の被災状況

津波により倒壊
（コンクリート柱）

①基地局設備（宮城県 松島野蒜）

③伝送設備 （岩手県 野田村） ④ドコモショップ （宮城県 石巻東店）

津波により移動

②基地局設備 （宮城県 石巻緑町）
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■サービスエリアの復旧状況

使用不可エリア

3月12日時点

地震・津波による
直接被害
（損壊・水没など）

地震による伝送路断
（光ファイバなど）

長時間停電による
バッテリの枯渇

使用可能エリア

主なサービス中断要因

4,900局がサービス中断

4月30日時点

震災前のエリアにほぼ復旧
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■設備復旧状況

・ 復旧対象（福島原発エリア外）となる３０７基地局のうち、２９２局がサービス復旧済み（９５％）、
福島第一原発３０ｋｍ圏内の６８基地局についても５１局がサービス復旧済（７５％）

５月２４日３月２８日

復旧方法内訳

道路寸断等で
工事困難

衛星回線：２７

マイクロ伝送路：４４

山上局等から
大ゾーン化：

６７

光・応急光：

１５４

２４８
（4月末復旧予定）

５９
（5月末復旧予定）

６８
福島原発
３０ｋｍ
圏内エリア

２９２
基地局
復旧完了

１７

５１
基地局
復旧完了

３０７

福島原発
３０ｋｍ圏内の
エリアを除く
東北３県

（復旧対象基地局）

復旧
方法

９

６

山間部・
道路トンネル等

復旧
方法

山上局等から大ゾーン化：２８

光・応急光：２３

５月２４日３月２８日
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■通信設備の復旧状況

福島原発２０ｋｍ圏内のエリア化

【4月13日】 基地局伝送路の切替
（富岡町内の通信ビル）

【4月13日】 高性能アンテナを設置
（いわき市内の基地局）

大ゾーン化による設備復旧 衛星回線による設備復旧

ベイサイドアリーナ
（宮城県 南三陸町）

大盤峠
（宮城県 南三陸町）
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30Km

20Km

福島原発２０ｋｍ圏内のエリア化

対策前（4月6日） 対策後（4月13日）

伝送路切替による復旧局

高性能アンテナ＋伝送路切替
により復旧したエリア

高性能アンテナ
設置箇所

対策前４月６日 対策後４月１３日

Ｊヴィレッジ

福島第二原発

福島第一原発

国道６号線

富岡町内の
通信ビル

Ｊヴィレッジ

福島第二原発

福島第一原発

 福島原発２０ｋｍ圏内および国道６号線（福島原発へのアクセスルート）
沿線のエリアが復旧

地図使用承認(c)昭文社第 53G027号
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・サービスエリアとサービス中断エリアの復旧予定を、色分けで判りやすく表示
・無料携帯電話サービス、無料衛星携帯電話サービス、無料充電サービスの提供場所や
ドコモショップの営業情報等を地図上に表示

・緊急にシステム構築し、３月２０日から運用開始 １日単位で情報を毎日更新

累計アクセス数
初期10日間で

約20万アクセス

お客様の声
・日々刻々と変わる通話エ
リアの復旧状況を把握する
ことは大きな意味を持つ

・支援先のエリアを出発前に
確認できて便利！

・ドコモが先行して、復旧情
報を積極的に開示してくれ
た意義は大きい。

陸前高田市周辺エリア
（3/29現在）

マップイメージ

住所やキーワードで検
索が可能

ズームイン／アウトが
自由自在

復旧予定

地図使用承認(c)昭文社第 53G027 号

■復旧エリアマップ

明日復旧予定エリア

４月中旬までに復旧予定

４月下旬までに復旧予定

５月以降に復旧予定
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■新たな災害対策

災害時における
お客様の更なる

利便性向上

重要エリアにおける
通信の確保

被災エリアへの
迅速な対応

人口密集地及び行政機関の
通信を確保

災害時における通信確保のために大ゾーン方式基地局を
全国に設置（約１００ヶ所）

衛星携帯電話の即時提供（３，０００台を想定）

災害時に強いパケット通信を活用した
災害用音声ファイル型メッセージサービスの開発

1

2

3

5

4

6

7

8

9

10

都道府県庁、市区町村役場等の通信を確保するために
基地局の無停電化、バッテリーの２４時間化を推進（約１，９００局）

衛星システムを活用したエリアの早期構築
（車載型：１９台に倍増、可搬型：新規２４台）

マイクロエントランス回線を活用した機動的なエリア構築
（１００区間）

復旧エリアマップの拡充

操作性向上のための災害伝言板サービスの音声ガイダンス対応

エリアメールの更なる活用

ＳＮＳ等との連携によるＩＣＴ活用の更なる推進
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• 広域災害・停電時に人口密集地の通信を確保するため、通常の基地局とは別に、
大ゾーン基地局を全国に設置（約１００ヶ所）
－都道府県毎に概ね２ヶ所（東京は５ヶ所、大阪は４ヶ所） ⇒人口の約３５％をカバー

■大ゾーン基地局の構築

損壊

回線断

有線伝送路

無線伝送路

人口密集地

エンジン

停
電

停
電

停
電
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•都道府県庁、市区町村役場等の通信を確保するため、基地局の無停電化、 バッテリー
の２４時間化を推進 （約１，９００局） ⇒人口の約６５％をカバー

■無停電化、バッテリー24時間化

＜鉄塔基地局＞
バッテリー24時間化 （約１,１００局）

＜ドコモ等のビル基地局＞
エンジンによる無停電化（約８００局）

無線伝送路

都道府県庁
市区町村役場等

無線伝送路

都道府県庁
市区町村役場等

エンジン バッテリー
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■災害用音声ファイル型メッセージサービスの開発

災害時は多くの音声発信によりネットワークが輻輳するため、音声をファイルとしてパ
ケットネットワークで効率的に伝送し、音声メッセージファイルを相手に届ける

回線交換
ネットワーク

通信規制

音声ファイルの受信

サービスイメージ ただいま、直接おつなぎでき
ません。メッセージをどうぞ。

私は無事で
●●避難所
に居ます

音声ファイルの保存

音声ファイルを送信

お客様からの
メッセージをお届けします。

音声メッセージをファイル化
自動送信

パケットネットワーク

サーバ 音声ファイルを送信

音声通話

着信

私は無事で
●●避難所
に居ます

2011年度提供予定
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２. ドコモのＢＣＰ計画
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■ＢＣＰの概念

操
業
度
・
業
務
レ
ベ
ル

事前フェーズ 事後フェーズ

（初動対応＆ＢＣＰ対応）

復旧フェーズ

③

②
③ 許容限界以上の

レベルで事業を
継続させる。

災害、事故等の
インシデント発生

①

自治体や企業は、災害・事故等の発生によって設備・職員（社員）・住民(お客様)などが損傷を受け、重要業務が中
断したとき、残存した能力で優先業務を継続させ、許容されるサービス品質を維持するとともに、許容期間内に復
旧可能とするため、予め代替リソースの準備および災害発生時の組織体制や対応方法を定めます。

現状の予想復旧曲線

ＢＣＰ導入後の復旧曲線

事業継続の許容限界

② 許容される期間
内に操業度・業
務レベルを復旧
させる。

目標と現状の復旧期間の乖離

※ 出典：内閣府「事業継続ガイドライン 第一版」
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ドコモのソリューションマップ

ＢＣＰに資する想定されるソリューション。

災害・事故
の発生

初動対応予防措置 復旧対策 振り返り

平常時 緊急時 復旧時 平常時

エリアメール(市民向け) エマージキャストⅡ(職員向け）

ワイドスターⅡ（衛星電話）

テレビ会議

携帯電話GPSロケーション

緊急通報「エリアメー

ル」では、災害・避難情報

や緊急地震速報を配信でき、

住民や流入者への災害情報

の迅速・確実な伝達が可能

となります。

災害発生時等の緊急時に、専用G/Wを介して、
職員や社員の携帯電話にメッセージを配信する
ことにより、人員の参集や安否確認を可能にし
ます。

災害の影響を受けない衛星電話を導入することで、被災状況の迅速な把握が
可能となります。また、指揮命令系統の機能により、災害時の通信途絶による
組織統制力の低下を最小限に抑えます。
衛星電話で提供していた一斉同報サービスを発展的継承をしてＦＯＭＡでも利
用できます。

【防災GIS】
自治体・ライフライン各社→位置情報を

活用し、的確な復旧活動の計画・策定や指
示・実行が可能となります。

被災者→位置情報を登録して最寄の病院、
避難場所、給水所、ライフライン復旧情報、
自治体からのお知らせを可視化して提供出
来ます。
※携帯基地局復旧は、ほぼ電力の復旧と同
じスピードと考えています。

(被災者・被災状況) (避難者・避難所・復興状況)(防災)

FOMA映像伝送

16
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３. モバイルソリューションの紹介
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■エリアメール①

地震
感知

地震発生

緊急地震速報

指定したエリア
に
一斉配信

他のエリアには
配信されない

エリアA

エリアB

気象庁

災害発生

自治体

緊急地震速報

災害･避難情報

緊急地震速報 災害･避難情報

エリアメール ホップアップ画面イメージ

緊急地震速報
●●●で地震
発生強い揺れ
に備えて下さ
い（気象庁）

ブザー・
バイブ鳴動
でお知らせ

ブザー・
バイブ鳴動
でお知らせ

避難通知
●●地区にお
住まいの方は
▲▲小学校へ
避難してくだ
さい（■■
市）

エリアメール
着信音

でお知らせ

エリアメール
着信音

でお知らせ

エリアメール
センター
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■エリアメール②

エリアメールの受信者は、申込み不要で月額使用料、通信料は無料で受信することができます。
エリアメールは、以下の２種類のサービスに分類されます。

「一般向け緊急地震速報」をドコモのケータイで受信
できるサービス。
「一般向け緊急地震速報」は、震度５弱以上と推定
される地震が発生した場合に、震度４以上の強い
揺れが推定される地域に気象庁から配信されます。

エリアメール（緊急地震速報）

国・地方公共団体が配信元となり、避難勧告・指示、
津波警報、各種警報等の生命に関わる該当エリアの
緊急情報をドコモのケータイで受信できるサービスです。

※緊急地震速報には、「高度利用者向け緊急地震速
報」と「一般向け緊急地震速報」があります。

エリアメール（災害・避難情報）

※ 配信元となるためには申込みが必要です。（無料）

申込不要 無 料 申込不要 無 料

受信者（ケータイ側） 受信者（ケータイ側）

ご契約自治体数について

• エリアメールの更なる活用を促進し、より多くの方々に安心安全がご提供できるよう、この度、国や地方公共団体が災害・避難情報を配
信する際のご利用料金を平成23年7月1日より無料と致しました。

• 平成23年12月12日時点にて700の自治体様よりご契約を賜っております。（平成23年6月30日時点では78契約）

19
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自治体様との連動により自治体様プラットフォームからエリアメールを送信し、ケータイアプリを活性起動
各種情報をケータイアプリ上で入力し、自治体様プラットフォームへ情報を蓄積させ分析に活用

ステップ①自治体様等との連動により、エリアメールを配信 ケータイアプリ起動
・被害が想定される市町村にエリアメールを送信し、周辺部の情報提供を求める。

特定地域に含まれる
ケータイへエリアメール送信
（ポップアップにしないで送信）

自治体様
プラットフォーム

情報
収集アプリ

周辺状況の情報を報
告下さい。

エリアメールでiアプリを活性起動

＋

協力する

画像送信

ステップ②iアプリによる情報収集し自治体様プラットフォームへの情報集積
・情報提供を求め、収集し、分析、活用させます。

情報

収集アプリ

状況を記載下さい。

送信
ボタンをチェックし、
送信を押下
位置情報を含ませて
中央処理装置へ送信

■エリアメールとの連動イメージ

情報
収集アプリ

周辺状況の情報を報
告下さい。

協力する

画像送信 クリック

位置情報を含めて
画像送信

場所：
時間：
状況：

自治体様
プラットフォーム

集積した情報を分析し
状況把握、対応に活用させます。

20



ⓒ2010-2011 NTT DOCOMO, INC. All Rights Reserved.

NTTdocomo
エリアメール

エリアメール配信画面

指定エリアに存在するdocomo端末
ユーザーに対して一斉同報メール
を実施

docomo端末

他キャリア端末
スマートホン・圏外・電源OFF

×配信不可

----メール画面----
2010/02/02/13:10
○○災害発生

○○災害が発生しておりま
す。

docomo端末
（関係者の方）

iアプリ画面 docomo端末
（市民の方）

2010/02/02/13:10
○○災害発生

○○災害が発生しており
ます。

災害状況報告へ

iアプリ画面

送信

待受アプリにメッ
セージが表示

○○災害で
○○が発生しております。

状況は専用アプリで位置情報＋コメント＋画像を
自治体様プラットフォームへ送信自治体様

プラットフォーム
各関係者様から送信される災
害状況を管理者画面で閲覧

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

○○状況管理者画面

○○災害が発生しており
ます。

--B:P
MessageCode=“MDAfkaldf
a・・・・=="
Data=“aW・・・・=="

--B:P--

○○災害で
国道xxxが通行不可

2010/2/2/13:52
関係者A氏報告

GPS衛星

災害発生

管理者様

災害状況が
メール配信さ
れます

災害発生時にエリアメール配信画
面から一斉同報メール作成し配信
を行います。

枠内：iアプリ連動の為の記
述が必要送信

関係者様

市民の方

■エリアメールとの連動イメージ（詳細）

手動にて送信
ポップアップ無しで送信

待受メール表示押下

エリアメール
起動タグ

21

葵区で土砂崩れ発生

5月13日 9：30
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■エマージキャストⅡの概要

「エマージキャストⅡ」は社員の緊急呼出や安否確認に活用いただけるサービスです。

ⅰモードセンタ

ＮＴＴドコモ
データセンタ

エマージキャスト
サーバ群

マイボックス
サーバ

ドコモ
パケット網

回答返信

①緊急呼出メール送信

③安否回答登録

②緊急呼出メール受信

④安否回答状況確認

メッセージＲ専用線

待受ｉアプリ

お客様

パソコン

ドコモ携帯電話

【標準ｻｰﾋﾞｽ】
・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続

【ｵﾌﾟｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ】
・FOMA PC接続

（ﾋﾞｼﾞﾈｽmopera
ｱｸｾｽﾌﾟﾚﾐｱﾑ）

・広域ｲｰｻ接続
・専用線接続

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

ドコモ以外の
携帯電話

※インターネット経由での接続には、お客様側でグローバル
固定IPアドレスが必要です。

※スマートフォン、携帯電話からのメッセージ配信、回答確認
には一部機能に制限があります。

サービス概要

22

①情報配信者（管理者）があらかじめ登録された携帯電話に対してメッセージを配信
②情報受信者（社員）が携帯電話の操作により回答を返信
③情報配信者（管理者）が回答を確認 を行い、社員の緊急呼出や安否確認を可能とするものです。

スマートフォン

スマートフォン
※2011年夏spモード

対応予定
※ﾒｯｾｰｼﾞR、待受ｱﾌﾟﾘ

には対応しません
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■エマージキャストⅡの機能 ①

【メッセージＲによる配信イメージ】

メッセージＲによる配信で到達率を向上 （ドコモ携帯電話向け）

23

ⅰモードセンタ

ⅰモードメールサーバ

マイボックスサーバ

配信ｻｰﾊﾞ

配信ｻｰﾊﾞ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ド
コ
モ
パ
ケ
ッ
ト
網

高速配信

XXXX@docomo.ne.jp 宛

090-XXXX-XXXX 宛

迷惑メール規制

入口での混雑

携帯電話アドレス変更
による不達の恐れ

メ
ー
ル

メ
ッ
セ
ー
ジ
Ｒ

メッセージＲ 配信要求

携帯電話のメールアドレス変更、迷惑メール
拒否設定の影響を受けません。

管理者による社員のメールアドレスの把握、

管理が不要になります。（ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽを利用しません）

一般メールの集中による入口混雑、
ｉモードセンターの迷惑メール規制の
影響を受けません。
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■エマージキャストⅡの機能 ②

待受ｉアプリによる確実な呼出 （ドコモ携帯電話向け）

一般のメール受信と異なり、アプリが専用着信音で鳴り続けるので、「気づかなかった…」を防ぎます。

着信後は、ボタン操作２回で回答可能です。

①待受状態

回答済み回答済み

携帯電話の状態

配信済み

管理端末上の表示

②メッセージＲを受信

通知済み

（鳴動開始）

③呼出し （鳴り続けます）

開封 済み開封済み

クリアボタン押下 （鳴動停止）

④指示内容等表示

ｉアプリが
自分宛の
呼出の有無を
サーバに
問い合わせ

④指示内容等表示

数字ボタンを押して回答

サーバから対象者にメッセージＲ、
メールが送信された

ｉアプリが自分宛の呼出を検知し
鳴動を開始した

受信者が呼出に気付き、クリア
ボタンを押下した

受信者から回答が送信
された

24

「相手に届いた、相手が見た」を把握できることが
重要です！
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■エマージキャストⅡの機能 ③

エマージキャストセンターとｉモードセンターはインターネットを経由せずに直結しています。
お客様拠点とエマージキャストセンターを専用網または「ＦＯＭＡ ＰＣ接続オプション」で接続すれば、
受信者のＦＯＭＡに対してインターネットを完全に回避した配信を行うことも可能です。
（インターネット経由による安価な接続も可能です）

お客様
（管理者）

基地局 携帯電話

ｴﾏｰｼﾞｷｬｽﾄ

ドコモ設備

ｉﾓｰﾄﾞ ｾﾝﾀ

ドコモ設備

専
用
網

ｉﾓｰﾄﾞＣＵＧ
※ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを経由せずに

ｉﾓｰﾄﾞｾﾝﾀに直結

メッセージＲ

広域イーサネット など

【ｉモードＣＵＧを採用】

遅延の原因を極力排除したＮＷ構成

25

FOMA
網

基地局

専用線

「FOMA PC接続オプション」
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■エマージキャストⅡの機能 ④

セキュリティ、利便性、コストの観点から、
固定回線 or ＦＯＭＡ回線、インターネット経由 or インターネット経由なしの組み合わせを選べます。

固定回線とＦＯＭＡ回線を組み合わせることで、接続手段の二重化が可能になります。

ｴﾏｰｼﾞｷｬｽﾄ

ドコモ設備

ｉﾓｰﾄﾞ ｾﾝﾀ

ドコモ設備 基地局

管理者からエマージキャストへの接続手段

26

FOMA
網

基地局

専用線

インターネット

お客様

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ
固定IP

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ
固定IP

FOMA
網

基地局

専用線

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
回線（有線）

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
回線（FOMA）

FOMA PC
接続

専用線
接続

※ ｵﾌﾟｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ

ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ
（定型文送信）

固定回線

PC＋FOMA

携帯電話

PC

PC＋FOMA

PC

※ ｵﾌﾟｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ

ｉモード
（FOMA）

FOMA（定型文送信）
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■エマージキャストⅡの機能 ⑤

外部システムに連携した自動配信 （オプション機能）

お客様側システムよりＸＭＬ形式の電文を出力して頂くことで、外部シ
ステムと連携した自動配信（社員向け緊急呼出）が可能です。

ｴﾏｰｼﾞｷｬｽﾄ

ドコモ設備
外部システム
（お客様設備）

基地局 携帯電話

ＸＭＬ
電文

ＸＭＬ電文に記載された、送信先・件名・本文・
回答選択肢の情報に基づき、自動で緊急呼出
配信を実行。

震度情報に連携した自動配信 （オプション機能）

気象庁発表の震度情報（確定報）に基づいた自動配信（社員向け
緊急呼出・安否確認）が可能です。

ｴﾏｰｼﾞｷｬｽﾄ

ドコモ設備 基地局 携帯電話

震度
情報

27

音声呼出による補助連絡 （オプション機能）

待受ｉアプリやメールでの呼出に応答がない場合は、各社員ごとに
あらかじめ登録した電話番号に対してセンター側から自動発呼し、
合成音声にて指示文を再生、回答を受付けます。

ｴﾏｰｼﾞｷｬｽﾄ

ドコモ設備

電話連絡

回答登録
（プッシュ信号）

（合成音声）
地震が発生
しました。

直ちに参集して
ください…

携帯電話

固定電話

お客様管理者

自動配信を行う基準
となる

・震度
・震度情報のエリア
・メール配信先
・メール配信内容等

お客様管理者様が
自由に設定可能。

PC
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■エマージキャストⅡの機能 ⑥

「社員向け緊急呼出」「社員向け安否確認」「住民向け配信」の３種類を用途に応じてご利用いただけます

対象 配信種別 機能

社員 緊急呼出

・待受ｉｱﾌﾟﾘを活用した確実な呼出
・待受ｉｱﾌﾟﾘによる簡単回答（２タッチ）
・送信者側での配信状況の詳細把握
（送信・着信・開封・回答を把握可能）

・質問項目1問、回答方式「単一」のみ

社員 安否確認
・複数設問による詳細な状況把握
・設問は、単一選択、複数選択、
フリーワード入力を設定可能

住民 情報配信
・自治体から住民への一方的なメール
配信 （オプション機能）

用途に合わせた３種類の配信機能

28
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■サービスの信頼性向上

緊急時に、できるだけ早くメール送信を完了できることが重要です！

「高速メール配信エンジン」を実装し、高速で安定したメール配信を実現。

29

大量のメール メールサーバ
（高速配信エンジンなし）

各携帯キャリア

大量のメール

各携帯キャリア

メールサーバ
（高速配信エンジンあり）

各ｷｬﾘｱ向けに
適なﾀｲﾐﾝｸﾞで
高速配信

通常のメール配信 高速メール配信

少しずつ配信…

信頼性が高い設備を、安全なビルに設置し、24時間365日監視しています。

設備は冗長構成とし、堅牢なドコモビルに設置されています。

・エマージキャストⅡのサーバや重要なネットワーク機器等は万一に備えて二重化されています。

・設備は高度な免震対応を完備したドコモ自社ビル（通信局舎）に設置されています。

・データセンターでは万全の入退室管理など高度なセキュリティ体制を確保しています。
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■エマージキャストⅡを選ぶメリット ／ ご注意いただきたいこと

30

携帯電話向けメール配信における問題点と対策

一般的な
ﾒｰﾙ配信
ｻｰﾋﾞｽの
問題点

・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの混雑、
品質低下による遅延

・ASPセンター建物の被災による
ｻｰﾋﾞｽの停止

・複数のお客様からの同時アクセスに
よるメール配信能力の限界

・ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの混雑、
品質低下による
遅延

・ﾒｰﾙｻｰﾊﾞ、交換機設備、
無線基地局の輻輳による
ﾒｰﾙの遅延

・ﾒｰﾙ着信に気づかない

・迷惑ﾒｰﾙ設定による
受信拒否

ｴﾏｰｼﾞ
ｷｬｽﾄⅡ
による
対処策

・FOMA PC接続ｵﾌﾟｼｮﾝ
または専用線接続によ
りｲﾝﾀｰﾈｯﾄを回避

・堅牢なドコモ自社ビル（通信局舎）を
利用

・ｻｰﾊﾞ等設備の負荷分散、完全二重
化、障害発生時の自動切換により
サービス停止を回避

・高速ﾒｰﾙ配信ｴﾝｼﾞﾝによりメール
配信能力を強化

・専用線で接続し、
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを回避
（ドコモ向け）

・地震発生時の自動ﾒｰﾙ
送信により、大規模輻輳に
なる前にﾒｰﾙ送信を完了

・待受ｉｱﾌﾟﾘの連続鳴動
により気づかないことを
回避 （ドコモ携帯電話）

・ﾒｯｾｰｼﾞＲによる配信は
ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ変更や迷惑ﾒ
ｰﾙ設定の影響を受けな
い

携帯電話事業者携帯電話事業者

ﾒｰﾙｻｰﾊﾞ・交換設備 基地局 携帯電話

ASP事業者ASP事業者

ﾒｰﾙｻｰﾊﾞ等

ﾒｰﾙ

ｲﾝﾀｰ
ﾈｯﾄ

ｲﾝﾀｰ
ﾈｯﾄ

携帯電話事業者携帯電話事業者

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ ｲﾝﾀｰ
ﾈｯﾄ

ﾒｰﾙｻｰﾊﾞ・交換設備 基地局 携帯電話

ﾒｯｾｰｼﾞR

ﾒｰﾙ

他携帯電話
事業者

他携帯電話
事業者

専用線
FOMA接続ｵﾌﾟｼｮﾝ

専用線

お客様お客様

ＰＣ

ｴﾏｰｼﾞｷｬｽﾄⅡｴﾏｰｼﾞｷｬｽﾄⅡ

ﾒｰﾙｻｰﾊﾞ等

お客様お客様

ＰＣ

ｴﾏｰｼﾞ
ｷｬｽﾄⅡ

一般的な
ﾒｰﾙ配信
ｻｰﾋﾞｽ

携帯電話を利用する

以上、輻輳を回避する
ことはできません。
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■ワイドスターのシステム構成と特徴

 日本全土（一部離島を除く）を含む200

海里を半径約600kmの4つのビーム（東

日本ビーム、西日本ビーム、沖縄ビー

ム、小笠原ビーム）でカバーし、陸上

と海上に音声／FAX／データなどの通信

サービスを提供しています。

 現在、N-STAR衛星は、赤道上空

36,000kmの東経136度（c号機）と東経

132度（d号機）に位置しています。

 ワイドスターではCバンド、Sバンドの

電波が利用されており、気象条件によ

る通信への影響を受けにくいように構

成されています。

ワイドスターは、静止衛星（N-STAR）に搭載された中継器を用いたシステムです。

システム概要図

※N-STAR２衛星（ｃ号機・ｄ号機）を使用したネット

ワーク構成は、衛星寿命や事業環境の変化により今後１衛星
による構成等に変更する可能性があります。なお、衛星寿命
については主要緒元表をご参照ください。

31
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■ワイドスターのサービスエリア

【ワイドスターサービスの契約種別】

 第1種衛星電話・・・主に陸上で利用する衛星電話

 第2種衛星電話・・・主に船舶と海上で利用する衛星電話

日本全土（一部離島を除く）及び日本沿岸約２００海里の海上部がサービスエリアです。

東日本エリア

西日本エリア

沖縄エリア

小笠原エリア

32
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■ワイドスターのネットワーク構成

衛星端末

ＦＯＭＡ等

基地局

ドコモ網

他事業者網など

アクセスする衛星は端末、

NW設定により選択されます

衛星加入者交換機

地球局

携帯電話設備とは異なる、衛星専用設備により高い信頼性を実現！

通信ルートの二重化により、万が一の故障でも安心！

予備

地球局

予備

系統A 系統B

衛星端末

33
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■ワイドスター衛星主要諸元

項 目
N-STAR d号機

（N-STAR a後継機）
N-STAR c号機

（N-STAR b後継機）

イメージ

静止軌道位置 132°E 136°E

衛星高度 36,000Km

打上げ時期 2006年4月 2002年7月

寿命 12年以上 10年以上

提供地域 日本全土（一部離島を除く）＋沿岸約200海里をカバー

軌道上初期重量 約2トン 約1トン

姿勢安定方式 三軸姿勢制御方式

周波数
衛星～端末（Sバンド※）2.6GHz／2.5GHz
基地局～衛星（Cバンド）6GHz／4GHz

搭載アンテナ
2.5ｍ鏡面2枚（固定通信）
5.1ｍ鏡面（移動通信）

5.1mφ鏡面（移動通信）

中継器構成

･移動体通信（ドコモ）
S [2.6/2.5GHz],C [6/4GHz] 
・固定衛星通信（JSAT）

C [6/4GHz] ,Ku [14/12GHz] 

･移動体通信（ドコモ）
S [2.6/2.5GHz]
C [6/4GHz] 

※Sバンド周波数帯：Sバンド周波数帯は、降雨などによる減衰の影響を受けにくい特徴があります。

34
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＜参考＞一斉同報通信サービス＜参考＞一斉同報通信サービス

・災害時の一斉連絡や、公共防災無線の代替、多拠点を結ぶグループ通話手段として 適なサービスです。

・音声一斉同報のほかにもデータ同報（FAX、メール）もご利用いただけます。

・ 大２００拠点への一斉同報が可能です。

(但しｻｰﾋﾞｽ開始当初は、概ね20拠点となります。)

センター設備（ドコモ）指令側 （親局側） 拠点側 （子局側）

①指令側端末は同報発番号宛に電話発信
※管理端末からの起動も可

ＦＯＭＡ端末

（１）音声同報（電話会議)

一斉同報システム

②同報グループの
各拠点に一斉発信

④双方向性を備えている為、各拠点間のグループ通話も可
※同時発話数は 大で10回線程度を想定

③拠点側端末で応答

（２）メッセージ予約配信

指令側Ｗｅｂ管理端末から入力したテキストの合成音声、もしくは親局端末から録音した肉声を、即時または
日時指定で各拠点側に配信することができます。

（４）複合同報

指令側Ｗｅｂ管理端末からのテキスト入力の内容を、合成音声一斉配信、ＦＡＸ同報配信、メール同報配信の
複数手段を順次行使して確実に配信することができます。

（３）ＦＡＸ／メール同報

指令側Ｗｅｂ管理端末から入力したテキストを、ＦＡＸまたはメールとして配信することができます。
(FAX同報は、FOMAに対しては行なえません。)

衛星端末

35
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本サービスは確実にメッセージが伝達できることを保証するものではありません
本書に記載の会社名・製品名・ロゴは各社の商標または登録商標です


